アクティブ・ラーニングの視点からの授業設計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　対象（実施を想定する学校・児童生徒の概略）
　
２　教材のねらい（単元としてのねらい、単元の中の位置づけ、生徒に期待する学習など）
　

　　　　　　　
	３　授業の展開（本時：　/　　時間）
	時間配分

	解決したい課題や問い
	
	導入
（　分）

	授業開始時に想定される児童生徒のあらわれ
①知識及び技能　　　　　　

②思考力、判断力、表現力等
③学びに向かう力、人間性等
	
	


	考えるための材料Ａ
	考えるための材料Ｂ
	考えるための材料Ｃ
	展開１

（　分）


	
	
	
	

	想定される活動
	想定される活動
	想定される活動
	

	
	
	
	

	教師の押さえ
	教師の押さえ
	教師の押さえ
	

	
	
	
	

	対話と思考（対話を通した協働的な問題解決のプロセス）
	展開２

（　分）


	
	


	学習の成果
	
	まとめ

（　分）


	授業終了時に想定される児童生徒のあらわれ
①知識及び技能　　　　　　

②思考力、判断力、表現力等
③学びに向かう力、人間性等
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）学校　　　　　氏名（　　　　　　　　　　　　　　　　）















